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■織り込み区間車両分散制御アルゴリズムの開発

近年の高速道路のネットワークの充実に伴い、合流部と分

流部が短い距離で連続する織り込み区間の数も増え続けてい

ます。織り込み区間は主要な渋滞ボトルネック箇所となって

おり、ジャンクション部の場合はネットワークの広範囲にそ

の影響が及びます。 

 一般に織り込み区間では、互いに交差する車線変更のため

に錯綜や速度低下、容量低下を引き起こしています。これら

は特に区間の始点付近に集中して発生しており、区間長を有

効に活用できていません。もしこれを区間全体に分散させる

ことができれば、道路拡幅のような大規模な投資を行わずに

渋滞緩和や安全性向上ができる可能性があります。 

 そこで将来の自動運転・路車協調 ITSの普及を念頭に、織り

込み区間の車両を分散制御するアルゴリズムの開発を行いま

した。これは織り込み区間全体を制御する管制センターを設

け、これが区間内の車両の位置と目的方向を統括し、個々の

車両に最適な車線変更の位置とタイミングを指示するという

ものです。これにより全体を俯瞰した効率的な道路運用が可

能になります。 

 交通シミュレーションを利用した試算では、特に織り込み

比率が高い状況において、個々の車両が統制されていない場

合と比較して約 20%の交通容量改善効果が期待できることが分

かりました。 

■選択しなかった交通手段の実績情報の有用性評価

現在、交通手段選択や経路選択のために利用できる交通情

報は、検索を行った時点の情報であり、実際に移動した後で

本当に自分の選択が正しかったのかどうかを確かめることは

できません。ここで、もし移動後に自分が選択しなかった交

通手段の情報も知ることができたら、結果が分かってすっき

りするでしょうし、次の移動の際にその経験を活かすことが

できるかもしれません。こうした移動後の実績情報につい

て、その有用性や価値を評価する研究を実施しています。 

複数の交通手段を利用可能な出発地と目的地を設定し、この

間を被験者に実際に移動してもらう実験を行いました。目的

地に到着後、被験者が選択しなかった交通手段の所要時間や

混雑度、移動中の位置などの情報を提供した結果、これらの

情報を得ることで満足度が有意に向上することが確認できま

した。また、選択しなかった手段に対する意識の変化が見ら

れ、次回以降の手段選択が変化する可能性を示唆していま

す。さらに、このような情報サービスの価値を尋ねたとこ

ろ、月 100円前後の支払意思額があることが分かりました。 

このような実績情報は、現在実用化されている各種の固定

センサーデータやプローブデータを利用すれば十分に収集す

ることが可能であり、今後の新たな ITS情報サービスにつなが

る可能性があると考えられます。
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図 1 分散制御の概念図(左)と実行結果(右) 図 2 選択しなかった交通手段の実績情報 
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